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1 議事日程(第 1号)

昭和 62年 9月 10日午前 10時開講

日程第 1 会議録署名議員の指名

日程第 2 会期の決定

日程第 3 会議日程の決定

日程第 4~

議案第 28号 損害賠償の額の決定及び和解について

議案第 29号 昭和 62年度館山市一般会計補正予算(第

2号)

議案第 30号 昭和 62年度館山市国民健康保険特別会計

補正予算(第 2号)

議案第 31号 昭和 62年度館山市老人保槌特別会計補正

予算(第 1号)

認定第 1 号 昭和 61年度館山市一般会計歳入歳出決算

の認定について

認定第 2 号 昭和 61年度館山市国民健蹴保険特別会計

歳入識出決算の認定について

認定第 3 号 昭和 61年度館山市老人保健特別会計歳入

歳出決算の認定について

認定第 4 号 昭和 61年度館山市ユースホステル特別会

計歳入歳出決算の認定について

認定第 5 号 昭和 61年度館山市学童災害共済事業特別

会計歳入歳出決算の認定について

認定第 6 号 昭和 61年度館山市水道事業特別会計収支

決算の認定について

認定第 7 号 昭和 61年度館山市国民宿舎事業特別会計

収支決算の認定について

開 会午前 10時 o2分
0議長(飯田義男君} 本日の出席議員数 26名、乙れより昭和 62年

第 3回市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議令聞きます。
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議長の報告

。議長(飯田義男君) 本定例会議案審議のため、地方自治法第 121

条の規定による出席要求lζ対し、お手元lζ配付のとおり出席報告があり

ましたので、御了承願います。

なお、監査委員から 6月乃至 8月実施の監査結果が報告されておりま

す。お手元に配付の印刷書lこより御了承願います。

議案の配付

O議長(飯田益男君) ただいま市長から議案並びlζ説明書の送付があ

りました。

議案並びlζ説明書を配付いたさせます。

配付漏れはありませんか。一--!c付漏れなしと認めます。

本日の議事はお手元tζ配付の日程表により行います。

会議録署名議員の指名

。議長(飯田蓑男君} 日程第 1、会議録署名議員の指名を行います。

4番議員圧司二三男君、 23番議員流山源次郎君、以上両君を指名い

たします。

会期の決定

O議長(飯田義男君) 日程第 2、会期の決定を行います。

本定例会の会期lζっき議会運営協議会の意見は本 9月 10日から 9月

2 8日までの 19日間という乙とであります。

お諮りいたします。会期を 19日間と定めます乙とに御異議ありませ

んか。

( r異議なし Jと呼ぶ者あり)
0議長(飯田議男君) 御異議なしと認めます。よって、会期は 9月 1

0日から 9月 28日までの 19日間と決定いたしました。

会議日程の決定

向羽



0議長(飯田義男君} 日程第 3、会議日程の決定を行います。

お諮りいたします。お手元lζ配付の会議日程表は、本定例会の大体の

日取り予定でありますが、議会運営協議会の意見により作成いたしまし

た。本定例会をおおむね乙の会議日程表により運びますとともに、その

間議案の追加または議事の都合等はよりましてその都度乙れを改める乙

とにして大体乙のようにいたしたいと思います。乙れに御異議ありませ

んか。

( r異議なし」と呼ぶ者あり)
0議長(飯田義男君) 御異議なしと認めます。よって会議日程は決定

いたしました。

議案の上程

O議長(飯田義男君} 日程第 4、議案第 28号乃至観察第 31号並び

!と認定第 1号乃至認定第 7号を一括して議題といたします。

提案理由の説明

。議長(飯田義男君) 乙れより各議案lζ対する提案班[11の説明を求め

ます。

(市長半海良一君登壇)

0市長(半揮良一君} 本目、乙乙に第 3回市議会定例会を招集いたし、

当面する諸案件について御審議をお願いする乙とといたしましたが、議

員の皆様方には、御多忙のと乙ろ御出席をいただきありがとうございま

す。

今回、提案いたします案件は、一般議案 1件、補正予算 3件並びに認

定 7件でございます。

以下、その概要について御説明申し上げます。

まず、議案第 28号損害賠償の額の決定及び和解についてでございま

すが、昭和 61年 10月 17 宮、館~市上真倉の館山市環境施般センタ

一真倉側搬入路出口T字路におきまして、公務中の市有自動車の衝突に

より損害を与えた事故に係る損害賠償について協議が強いましたので、

乙れが額の決定及び和解につきまして議会の議決を求めようとするもの
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でございます。

次に、議案第 29号昭和 62年度館山市一般会計補正予算(第 2号)

でございますが、歳入歳出予算の補正といたしまして、歳入歳出それぞ

れ 2億 44 2 0万 2000円を追加し、総額 98億 4156万 1000 

円としようとするものでございます。

歳出の主な内容といたしましては、総務費では、市庁舎本館及び新館

浄化槽の老朽化に伴う改修工事請負費で 100万円、安房郡市広域市町

村圏事務組合負担金で 14 2万 80 0 0円、乙れは、リゾート整備計画

基礎調査に係る人件費及び調査費の増並びに火葬場費の人件費の減によ

るものでございます。また、市税の過年度課税分更正による税収入還付

金及び還付加算金で 390万円、民生費では、ゼロ歳児等の保育児童数

の増に伴う保母等臨時職員賃金で 691万 80 0 0円、衛生費では、金

属類の危険物分別作業等に係る臨時職員賃金で 209万 30 0 0円、農

林水産業費では、館山市農業協同組合が実施する共同計算用コンピュー

タ導入のため野菜産地総合整備対策事業補助金で 26 1 5万円、県単漁

業構造改善事業補助金で 208万円の減、漁船巻揚機設置事業補助金で

201万円の増、乙れらは事業費及び事業量の変更に伴うものでござい

ます。また、水産資源の確保のため自然石による築磯事業の補助金で 9

0万円、商工費では、海洋性リゾートタウン基本構想関連調査委託料で

500万円、乙れは、当初予定しておりました調査委託内容の変更を行

うととによるものでございます。土木費では、市道 10"3 1号線外 1路

線の物件調査委託制等で 210万 6000円、都市計画街路八幡高井線

の国庫補助対象事業費の増lとよりまして、用地購入費、地上物件補償費

等関連経費で 60 8 6万 60 0 0円、教育費では、幼稚園の産休、病休

等lζ伴う代替職員の増によりまして、産休・病休補助員賃金で 231万

円、クリーシアンドピューティフル運動の一環といたしまして、花いっ

ぱい運動花井植栽及び花壇造成工事等の経費で 111万円、公債費では、

地方債の繰上償還に伴う償還元金で 1億 26 1 1万 20 0 0円、以上歳

出の主なものはっきまして御説明申し上げましたが、乙れらの財源とい

たしまして、国県支出金及び地方債等特定財源 8808万 30 0 0円、

市税及び前年度繰越金等の一般財源 1f患56 1 1万 90 0 0円をもって
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充当しようとするものでございます。また、今回、国の地方財政対策の

補正に基づきまして、売上譲与税及び利子部j交付金金減額し、 iljl見によ

り補てんする乙とといたしました。

なお、このほかに、地方債補正といたしまして、都il;~H itJjj街路八幡高
井線lζ係る事業費の増額lζ伴い、道路整備事業債の変更令お願いするも

のございます。

次lζ、議案第 30号昭和 62年度館山市国民健康保険特別会計補正予

算(第 2号)でございますが、歳入歳出それぞれ 131万 30 0 0円を

追加し、総額 28億 1380万4000円としようとするものでござい

ます。乙れは、医療費適正化対策事業といたしまして、健康づくり等各

種講演会の開催、保健推進員による啓もう活動等事業費の増によるもの

でございますが、乙の財源はっきましては、全額国庫支出金をもって充

当するものでございます。

次lζ 、議案第 31号昭和 62年度館山市老人保健特別会計補正予算

(第 1号)でございますが、歳入歳出それぞれ 44 3 0万 7000円を

減額し、総額 27億 8244万 1000円としようとするものでござい

ます。乙れは、前年度において、支払基金、国及び県並びiζ一般会計か

らの交付金及び負担金等により事業を実施し、本年度において医療費等

をそれぞれ精算する乙とに伴い、医療費県負担金返還金で 14 3万 10 

o 0円を追加し、一般会計繰出金では 4574万 4000円を減額する
ものでございます。

次iζ 、認定第 1号乃至第 7号の諸案件は、いずれも昭和 61年度館山

市一般会計ほか 6特別会計の歳入歳出決算の認定はっきまして、地方自

治法等の規定lζ基づき、監査委員の意見を付して、市鵡会の認定をお願

いするものでございます。

昭和 61年度の我が国経済は、個人消費、住宅投資等会中心に国内需

要は緩やかに増加した一方、円高の進展等によりまして輸出が弱含みで

ある乙となどから、全体として景気は、底固さはあるものの、その足取

りは緩やかなものとなりました。しかし、大幅な貿易黒字など対外不均

衡が依然として続き、乙の是正や開発途上国への協力などが求められて

いる乙とから、協調ある対外経済関係の形成及び内需を巾心とした農気
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の着実な拡大を図るため、民間活力が最大限発揮されるような環境整備

の推進金柱とする総合経済対策が実施されたと乙ろでございます。

地方財政におきましても、税収の伸び悩みや国庫補助負担率引き下げ

が進むなど、財源確保が年々難しくなる中で、地域経済の安定的な発展

のために、地方単独事業の拡大等が要請され、乙のため財政資金の効率

的な運用と経費全般につきまして徹底した節減合理化を図り、節度ある

行財政運営を行ってきたと乙ろでございます。しかし、事業鉱大iζ伴う

財源を地方債に依存せざるを得ない乙とから、現在でも多額の地方債及

び借入金等残高を抱えており、依然として厳しい状況が続いております。

本市におきましては、乙のような園及び地方を取り巻く厳しい財政環

境の申で、既存の事務事業の簡素化、合理化等の行財政改革を進めると

ともに、税収入の確保、地方債の繰上償還等、健全財政を基本に堅実な

行財政運営に意を用いてまいりました。また、予算の執行に当たりまし

ては、総合計画に基づき、市の目指すべき将来都市像「活力ある文化福

祉都市」の実現に向け、施策の緊急性、優先度の検討、真に必要な施策

の選択など、財政の質的充実に配慮しつつ、地域の振興、福祉及び教育

文化の向上、生活関連施設の整備充実を計画的に推進し、市民生活の安

定、向上に努めてまいりました。乙の結果、一般会計におきましては、

歳入総額 101健 8875万余円で対前年度比 1億 84 8 6万余円の増、

歳出総額 97億 57 1 3万余円で対前年度民 27 6 7万余円の増になり、

館山市内仏像彫刻悉皆調査報告書作製に係る事故繰越額 54 9万円高t除

〈実質収支は 4億 26 1 3万余円となっております。

また、特別会計におきましては、運営の合理化、適正化を図りながら

独立採算制の確保に努めました。

国民健康保険金計及び老人保健会計におきましては、医療費は増嵩傾

向にあったものの、決算額におきましては、それぞれ前年度の伸びを下

回るものとなりました。なお、実質収支につきましては、国民健康保険

会計 1億 38 2 4万余円、老人保憧会計 291万余円となってお.ります。

水道事業会計におきましては、夏期における安定給水を確保するため、

作名海水場配水池増設工事を施工いたしましたほか、波左間浄水場流量

計取替工事を行い、既存施設の整備拡充lζ努めました。収益的収支につ
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きまじいては、 2382万余円の純利益を生じましたが、一部を前年度繰

越欠損金の処理に充て、 2001万余円を剰余金として報年度lζ練り越

す乙とといたしました。資本的収支はっきましては、 B127万余円の

不足が生じ、減債積立金及び過年度分損益勘定留保資金で補てんするこ

とといたしました。

国民宿舎事業会計におきましては、経営の安定を図るため利用者増大

lζ向け一層の諸サーピス lζ努めてまいりました。特lζ 、lIi日平116 1年 10 

月より実施いたしました新しい客層の開拓とシーズンオフ対策及び館山

市老人福祉施策の一環といたしましての利用料金割引事業等はより、宿

舎利用者数は前年度に出べ 4. 1 %の増となりました。 JI>t践的収支はっ

きましては 631万円の純損失となっております。

身上、昭和 6.1年度の決算につきましてその概要をHIし上げましたが、

個々の施策につきましては、 「決算l乙係る主要な施策の成果lζ関する報

告j及び「歳入歳出決算事項別明細書l等により御了敢闘りたいと存じ

ます。

以上、各議案lζ対する提案理由について御説明申し上げましたが、乙

の会期中追加議案といたしまして、人権擁護委員候補者の推薦について、

館山市国定資産評価審査委員会委員の選任について及び館山市教育蚕員

会委員の任命についで議会の同意を得たく、上程をお願いする予定でご

ざいますa

よろしく御審議のほどお J願いいたします。ありがとうございました。

O議長(飯田義男君) 以上で提案理由の説明は終わりました。

午前 10時 17分延会

O議長(飯田義男君) お諮りいたします。

本日の会議は乙れにて延会いたしたいと思います。 乙れに御異議あり、

( r異議なし」と呼ぶ者あり}
O議長(飯田義男君) 御異議なしと認めます。

て延会する乙とに決しました。

なお、明 9月 11日から 15日まで議案調査のため休会、次会は 9月

-1 4， -

よって、本日は乙れに

ませんか。



1 6日午前 10時開会とし、その議事は通告による行政一般質問を行い

ます。

乙の際、申し上げます。一般議案、補正予算についての質疑通告の締

め切りは、 9月 16日正午でありますので申し添えます。

0本日の会議iζ付した事件

1 会議録署名議員の指名

1 会期の決定

1 会議日程の決定

1 議案第 28号乃至議案第 31号、認定第 1号乃至認定第 7号

Fa 
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